
ー健 康 ス ポ ー ツ 科 目 群 の 概 要 と 目 標

健康 ス ポ ー ツ 部門会議主査

教 育 人 間 科 学 部 桒 原 公

は じめに

教育者読会, 大学改革協議会 大学者議会等の動向

を考慮に入れつ つ
.
文部省令大学設置基準の検討を進

め るなかで. ｢保健体育のありかた研究委貞会+ は昭和

6 3 年1 2 月 2 0 日に, 次の ような概略の報告をまと

め るに至 っ て い ます｡

大学は, 心身ともに健康な国民の育成を期するとの

教育基本法の趣旨に則り, 学術の 中心として , 広く知

識を授けるとともに , 深く専門の学芸を教授研究し,

知的, 道徳的及び応用能力を展開させる ことを, 学校

教育法で目的として いる｡ 大学における保健体育科目

の 開設は
,
学術の教育研究が健康な精神的 ･ 身体的条

件との基本的なかかわり のもとで進められる べ きであ

る ことに基づくもの である｡

現代における科学技術の進歩, 開発は. 大学での教

育研究の内容を質量ともに複雑化するとともに. 広く

社会経済活動の面におい ても. 広範囲にわたる開発技

術の浸透により諸条件の変化を生じさせ. これ に対応

するための教育な い しは生涯教育の必要性を. 新 しい

時代の要請とさせるまでに至 っ て い る｡ そ れ とともに.

運動不足,
ス ト レス の蓄積亀 社会生活における非健

康的要因が益 々増大してい る｡

この ような状況 の もと で の これからの科学技術の発

展は. 国民が. ひ ろく, か らだと運動との 関係及び健

嵐 体力と疾病との かかわりに つ い て の基本的な科学

的知識とそ の応用 九 実践力を備えて, 心身の健康を

生涯にわた っ て自ら管理し, 増進していく ことの必要

性を強く自覚せざるを得ない時代を招来させようとし

てい る｡

保健体育科目は, 大学での学生生活における健康管

理の みを対象としたもの ではなく. 学生にからだと運

動とのかかわり, 環境衛生. また, 健康と運動に つ い

ての科学的な理解を習得させ, そ の実践を通して非健

康的な要因の増大する現代ならびに近未来の社会にお

ける. 生涯にわたる健鼠 体力の維持. 増進を図るこ

とを目指す｡ それとともに. 大学における専門教育の

成果を, 各人が社会にお いてより確実に進展せ しめよ

うとするための条件を具えさせ ると同時に. ス ポ ー

ツ
･ 身体運動の楽しみ. 喜びを体験させ. これ らとと

もに社会的
･ 道徳的精神を滴毒する｡ そ して. 学術の

専門的能力とともに. 将来の各層における有為な国民

としての持 つ べ き基礎的能力を習得させようとするも

のである｡

以上のような報告がなされたが, 本学の全学共通科

目の健康スポ ー ツ 科目群においては. それ らを十分に

生かして実施されているものと考えられます｡ 以下 に

そ の概要ならびに目標につ い て述 べ てみます｡

実施概要

本学では
.
保健体育科目を全学共通科目に位置づけ,

｢健康 スポ
ー

ツ科目群+ という名称で実施してい ます｡

その中には. 共通基礎として 1 年次に半期で1 単位を

取得するもの と, 展開科目として全学年にわた っ て半

期で 1 単位を取得する ｢体育実技学類+ ならび に全学

年にわた っ て半期で 2 単位を取得する｢体育講義学類+

を開講してい ます｡

①共通基礎科目 ｢ 体育実技学類+

｢ 健康スポ
ー

ツ 科学実習I + の科目名で. 1 年次学

生の必修科目として第1 学期及び第2 学期ごとの開講

とし
, 各々 の学期ごとの修了認定で1 単位を取得でき

ます｡ 1 コ
ー

ス の 収容人月は5 5 名前後で
, 学部また
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は学科指定で技業時間が定められています｡

平成1 4 年度は第1 学期に人文学部対象5 コ ー

ス
,

教育人間科学部対象4 コ ー ス
, 法学部対象6 コ ー ス

,

経済学部対象 6 コ
ー

ス
.
理学部対象4 コ

ー

ス
, 医学部

対象4 コ ー ス
. 医学部 ･ 歯学部対象3 コ 一 大 工学部

対象5 コ
ー

ス
. 農学部対象3 コ

ー

ス
.
ならび に法学部

･

経済学部夜間主コ
ー

ス対象2 コ
ー

ス を開講し, 第2 学

期は教育人間科学部対象4 コ -

ネ, 工学部対象6 コ
ー

ス を開講しており
.
第1 学期 ･ 第2 学期合計で5 2 コ

ー

ス を開講して います｡ そ のうち3 7 コ
ー

ス を専任教

貞が担当し. 1 5 コ ー ス を非常勤講師が担当して いま

す｡

実施場所に応じた スポ ー ツ 実習や各種身体運動を通

して
.
自己の体力を認識しその増進を図るとともに

,

学生生活を送る上で必要な健康や体力の姓持 ･ 増進の

基盤を つ くる ことを目的とし七い ます｡ また
.
拝する

喜びや スポ ー

ツ及 び運動の楽しさの再発見を求めなが

ら
, 身体運動の習慣化のため の知識や技能及び方法を

学び . 将来の健康づくりに資することも意図した内容

も含み実践します｡ 実施するスポ ー ツ種目や内容等に

つ い ては担当教員により異なりますが, 前述の目的や

意図を達成す べ く創意工夫をしながら実施してい ます｡

②展開科目 ｢ 体育実技学頼+

｢健康スポ ー

ツ科学実習Ⅱ (スポ ー ツ 種目名)+ の 科

目名で, 第1 学期及び第-2 学期ごとの開講とし.･ 学期

ごとの修了認定で1 単位を取得できます｡ 1 コ
ー

ス あ

たサの収容定員は4 8 名を原則としていますが, 実施

する場所や種目により少人数になる場合もあります｡

全学部 ･ 全学年が対象で. 定員に余裕がある場合は大

学院生の聴講も可能です｡

平成1 4 年度は第1 学期に1 8 コ
ー

ス
. 第 2 学期に

1 7 コ ー ス
, 計3 5 コ

ー

ス を開講しています｡ そ のう

ち1 8 コ ー

ス を専任教員が担当し, 1 7 コ ー ス を非常

勤講師が担当して います｡

開講種目別では. 球技 ( 1 1 種目) の他 野外での

各種スポ
ー

ツ ( 4 種目) , ト レ ー ニ ン グ ( 2 種目) , 刺

道, ダ ン スなどとな っ てい ます｡

こ れ ら各種スポ
ー

ツ の技術の取得やゲ
ー ム を通して

,

ス ポ ー

ツ を楽しみ
.
享受する能力を高め, 生涯ス ポ ー

ツ の基礎を築くことを目的としています｡ そ して
,
ス

ポ ー

ツ の持 っ て い る価値に気づき. ス ポ ー

ツ に接近し

て いくための動機づけを高め, さらにはル
ー ルや マ ナ

ー とい っ た規範も学習することになります｡

ちなみに
.
平成1 3 年度の定点充足率は8 0 % 強で

した｡

③展開科目 ｢体育講義学類+

｢健康スポ ー

ツ 科学講義+ の科目名で. 第1 学期及

び第2 学期ごとの開黄とし. 各 々 の学期ごとの修了認

定で2 単位を取得できます｡ 1 コ
ー

ス の 収容人員は1

2 0 名を原則として います｡ 全学部 ･ 全学年が対象で

すが . 特に教育人間科学部と医学部では必修科目にな

っ て います｡

平成 1 4 年度は第1 学期に5 コ
ー

ス (うち必修とし

て いる学部を対象として 2･ コ
ー

ス) . 第2 学期に6 コ ー

ス ( うち必修として いる学部を対象として 3 コ
ー

ス) .

計1 1 コ
ー

ス を開講してい ますo そ のうち4 コ
ー

ス を

専任教員が担当し∴7 コ
ー

ス を非常勤講師が担当して

い ます｡

大学で の学生生活における健康管理の みならず, 学

生にからだと運動とのかかわり
,
環境衛生. また, 健

康
･ 疾病と体力に つ い ての基本的理解を深め, 社会生

活における生涯にわたる健康, 体力の維持増進に つ い

て科学的に学習することを目的としてい ます｡

ちなみに
,
一平成1 3 年度の定員充足率はおおよそ 9

0 % で した｡

到達目標

保健体育科目がその役却を発揮するためには
,
これ

ら授業における相互 の関連づけ. すなわち, 保健と体

育の理論を総合し. か つ , 実技との
一 体化を図り, そ

れらを有機的に結合させることが必要不可欠です｡ そ

の結果である ｢到達目標+ をあげると. 次の ようなも

の になります｡

①健康スポ
ー

ツ科学実習Ⅰ

･

ス ポ ー

ツ
･ 身体運動の楽しみ

,
喜びの体験

･ 媒体とするスポ ー

ツ種目の技術の習得
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･ 日常. 生涯にお いての健康管理と体力増進のため

の科学的な理解とその実践

･ ス
.
,iF

-

ツ 規範の遵守により社会的 ･ 道穂的精神の

酒巻を図る

②健康スポ
ー

ツ科学実習Ⅱ ( ス ポ ー ツ種目)

･ 実施する スポ ー

ツ の技術と能力の 向上

･

実施する スポ
ー

ツ のゲ ー

ム 運営の理解と実際

･ 生涯を通した身体活動の必要性とそ の科学的な理

解

｡ 集中的に実施する種目にお いては. 教員と学生,

学生同士 の協調性を育む

･ ス ポ ー

ツ規範の遵守により社会的
･

道徳的精神の

酒巻を図る

③健康スポ
ー

ツ科学講義

･ 保健と体育 ･ ス ポ ー

ツ の理論を総合し, 実技が必

要である ことの科学的根拠とそ の理解

･ 健康と体九 疾病と体力の関係に つ い て の科学的

知識

･ 現代, 近未来社会の衛生 ･ 環境問題の発生要因と

そ の解決法

･

精神衛生に対処する科学的知識

･ ライ フ ス テ ー ジにおける生涯の健康と生活設計の

立案

おわりに

本学の全学共通科目 ｢健康スポ
ー

ツ 科目群+ の概要

ならびに目標を述 べ てきましたが, 両科目群は, 保健

と体育 ･ ス ポ ー ツ の 理論を総合し, か つ , 実技との
一

体化を図り. これ らを有機的に結合させ ること へ の努

力と. 現代から近未来の時代に向けて欠く べ からざる

役割と要請を担 っ た科目群である ことを十分に自覚し

て
, 教員自らの創意と工夫にお いて教育に精進してい

ます｡

保健体育科目は. 学生生活における健康管理のみを

対象としたもの で はなく
,
生涯 に わたり, そ の実践を

通 して大学における専門教育の成果を各人が社会にお

いて より確実に進展せしめようとするための条件を具

備させると同時に. ス ポ ー

ツ
･ 身体運動の楽しさ

,
喜

びを体験させ. 社会的 道徳的精神を滴養すると ころ

にあり
.
学術の専門的能力とともに. 将来の各層にお

ける有為な国民と して持 つ べき基礎的能力を習得させ

ようとするもの です｡

そ して , 生涯にわたり. 健康で豊かな生活を築くた

めには
.
生活の なかで の余暇時間の活用がそれを左右

するものと考えます｡ その時間を. 人生を楽しく豊か

にし
,
生きる喜びを体得でき

,
健康な身体を作る時間

に活用 し. 有為な国民として社会での貢献を期するも

の です｡

そ のためには
. 本学での全学共通科目の果たす役割

がその要請に応えるものであ っ て, 各科目を担当する

教員はもとより, 大学自体としても十分に自覚して.

創意と工夫におい て築い て行かねばならない こ と であ

ると考えます｡

参考資料

昭和6 3 年1 2 月 保健体育のあり方研究委貞会報

』ニ
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平成1 4 年度 全学共通科目講義概要
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